
報告事項１ 令和２年度 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価結果
（二次評価：中国運輸局実施）

　令和2年12月15日 津山市地域公共交通会議で実施した、国庫補助を対象とするバス系統の事業評価に対して、
中国運輸局で行われた二次評価結果の内容を報告いたします。

評価総括
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報告事項２ 令和3年度 津山市地域公共交通会議 の日程（案）

　事務局では、令和３年度の公共交通会議を以下のスケジュール案で進めてまいりたいと考えております。

第
4
回

開催予定
時期

協議予定など

令和3年5月
中旬

 ・令和3年度 公共交通維持確保改善計画の協議、 承認（バス運行等の国庫補助申請のため必須）

第
1
回

 ・令和3年度 各事業の審議（グループタクシー等）

 ・委員委嘱

 ・その他 バス路線に係る事項

令和3年9月
中旬

第
2
回  ・令和3年度 各事業の審議（グループタクシー、バス停名称変更など）

 ・その他 バス路線に係る事項

令和3年12月
中旬

 ・令和3年度 公共交通維持確保改善計画の事業評価（国庫補助路線となっているバスの評価）第
3
回

 ・令和3年度 各事業の中間評価と見直し

 ・その他 バス路線に係る事項

令和4年3月
中旬

 ・令和3年度 事業の総括、評価、見直し

 ・令和3年度 事業のアナウンス、スケジュールなど

 ・その他 バス路線に係る事項

 ・地域公共交通網形成計画の1年延長について

 ・新型コロナウイルス感染症の公共交通への影響

 ・地域公共交通網形成計画の評価実施について

 ・継続計画の策定準備について

 ・令和4年度中の継続計画の策定について

　注1）審議は、年間4回を予定しておりますが、回数や時期が変更、増加する場合があります。
　注2）緊急時や軽微な付議案件については、持ち回りや文書による審議を実施することがあります。
　注3）公共交通会議以外にも、「幹事会」「分科会」を必要に応じて開催することがあります。



報告事項３ 令和２年度 津山市グループタクシー事業について

　令和２年度津山市グループタクシー事業の状況については、以下のとおりです。

　※福田地区については、令和３年３月３１日までの事業となります。
　※事業完了までに、グループタクシー事業についてのアンケート調査を実施予定。
　※令和３年度開催の津山市地域公共交通会議にて、検証結果等を付議する予定としています。

日　程 事　業 内　容 備　考

令和２年８月 町内会長ヒアリング グループタクシー事業への協力要請

令和２年９月～
１１月

福田町内会公共交通に関する
アンケート調査

福田町内会全世帯に対し、世帯の構成員毎の日頃
の交通についての調査実施

令和２年11月～
令和３年１月

福田町内会長との実施に向け
た調整

福田地区で実施したアンケート結果を受けて、実施
内容等を調整

令和２年12月 津山市地域公共交通会議開
催

津山市グループタクシー事業について、福田地区
での実証実験について付議、承認

令和３年１月 タクシー事業者に対するグ
ループタクシー事業説明会

市内の全タクシー事業者に呼びかけを行い、福田
地区で実施するグループタクシー事業への協力を
要請

令和３年１月 タクシー事業者による応募 市内に本社･営業所のある５事業者から応募あり

令和３年２月 タクシー事業者と契約 令和３年２月３日に、タクシー事業者５社と契約

地元説明会 福田町内会河内田地区の奉仕作業にあわせて、説
明会の開催

令和３年２月～ 津山市グループタクシー事業
受付開始

令和３年２月３日より募集開始
令和３年３月２日時点で、８グループ５５人の登録
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付議事項４

　グループタクシー実証実験を令和２年度に実施を予定しておりますが、新型コロナウイルス感染症の影響のた
め町内会への説明会の開催などが困難となり、当初の予定から実施に遅延が出ておりますが、令和３年２月か
ら実証実験を開始したいと考えています。

ｱﾝｹｰﾄ結果

令和2年9月21日～10月20日：公共交通に関するアンケート調査実施（アンケート内容は別紙）
・町内会の協力で、全世帯（154世帯334人）へ配布し、64世帯177人分の回答（回収率53.0％）
・免許所有者：136人（76.8％）　免許返納者：14人（7.9％）免許非所有者：27人（15.3％）
【免許返納者＋免許非所有者（30歳以上）】
・よく行く施設：平福診療所、ザ･ビッグ、ローソン高尾店など
・外出手段：家族送迎 39％　施設送迎 30％　タクシー 23％
・外出頻度：週１回 54％　週２回 29％　週３回 8％

対象地区

津山市 福田地区（1地区）

❶ 自宅から、いちばん近い駅やバス停などまで、歩いて300ｍ以上距離があること
　　※駅やバス停などからの距離が300m以内であっても、坂などを考慮
❷ 重度障害者タクシー利用券、重度障害者自動車給油券、障害者バス利用券制度などを受けている
　　場合、重複支給は行わない。
❸ ４人以上でグループを作ること。
❹ １人の対象者につき、300円×30枚を交付。1回の乗車につき1枚の使用とする。

事業の要件

１２月１５日会議資料報告事項３



3

その他

❶ 町内会へ配布を予定しているチラシの案を付けております。ご意見や提案があれば事務局へご連絡く
　ださい。

ｽｹｼﾞｭｰﾙ

令和2年12月15日  ：津山市地域公共交通会議へ付議・承認
令和2年12月下旬  ：会議承認後、岡山県タクシー協会津山支部へ協力要請
令和2年12月下旬　：町内会長へ制度説明
令和3年1月上旬 　 ：福田町内で制度説明会の開催（状況により、希望者への個別説明会）
令和3年1月中旬～ ：グループタクシー実証実験グループ募集開始
令和3年2月1日～   ：実証実験開始予定（終了予定日 令和3年3月31日）　

❶ アンケート調査の結果により、免許返納者・非所有者を中心に、主にタクシーを利用している者や家
　族の送迎により外出している者の登録を促す。
　→交通費の負担や家族の送迎の負担軽減を図る。（５グループ　２０人程度の登録を目標とする。）
❷ 町内会長との協議の中で、グループを構成できない者、グループでの移動を嫌う者（通院時等）が
　いるため、なるべくグループの人数は少なく、利用券の利用も１人から可にして欲しいとの要望あり。
　→タクシー事業者に同乗者の人数などを記録してもらい、傾向を分析しニーズを把握する
❸ 案内チラシで、バスやJRなどへの乗り継ぎ方法を周知する事で、お得な移動方法の提案を行い、他
　の公共交通機関の利用を促す。
　→アンケートに行き先として回答のある、津山中央記念病院やウエストランドなどは、平福や津山第一
　　病院等のバス停からごんごバス西循環線に乗り換えることで、移動コストが抑えられる。

効果目標

１２月１５日会議資料報告事項３



報告事項４ 市営阿波バスのダイヤ改正について

　令和３年４月１日から、市営阿波バスのダイヤを下記のとおり改正します。

【ダイヤ改正の経緯】
　令和２年１０月に市営阿波バスの車両更新に伴い、利用のいな
い時間帯があることから、ダイヤの改正を検討していました。
　また、教育委員会は児童･生徒の減少により、令和３年３月から
スクールバスを小･中学生が同乗する運用に変更しました。
　これに伴い、全１４便で運行していた市営阿波バスを１１便に減
便、運行時間についても、他の公共交通機関と連携がとりやすい
時間帯としました。
　ダイヤ改正に当たっては、教育委員会と事前に調整を行い、阿
波出張所、運行委託先の阿波グリーン公社、阿波地区連合町内
会と協議の上、決定いたしました。


